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キャベツ苗立枯病抑制にかかわる トビムシの生息条件としての土壌硬度

松  崎 巌

(東北農業試験場)

Effect oF Soil Hardness on Collembolan Grazing of Rん ,zocιοれ,α sο′α2,

I、vao 4ヽATSUZAK,

(Tohoku National Agricultural Experiment Station)

1  は  し め  に

畑土壌に生息する土壌小動物のうち, トビムン類が数種

の作物病原糸状菌の菌糸を摂食しゆ,と くにトビムシ Fοι

sο  πた んυαたαλα UcHIDA et TAMURAが キユウリつる

割病 (Ftsα rtι
“
t oχ ysporこれ f sp ειεレ

"ゅ
ο″jれα′π

OWEヽ )21や苗立枯病 0カ jzocιο71に sOια2'KOH、 )。 )

の感染を軽減することをこれまでに報告した。

本報告ではこのトビムシF んびαたαλαを用い,キ ャベ
ツ苗立枯病 (R sο ′αれ)の感染軽減効果とヽビムシの移

入個体数及び土壌硬度との関連を検討した。

2試 験 方 法

供試病原菌及びトビムンは,表 1に示した当研究室保存

表 1 供試病原菌及び上壌動物

R71izοειο″
'α

 sOιαtt KuHN(キ ャベツ苗立枯病)

Fo′ sο凛 ′α ん,dαたα″α UcHlDA et TAMURA

のR sο′αれj菌と累代飼育したFん jごαたαttαを用いた。
移人個体数の検討は,腐植質黒ボク土および淡色黒ボク

土 (と もに畑地利用部内圃場より採取)の 2種類を風乾し,
2 ooの 飾いを通した土壌をガラスポット (径 100mm,高 さ

120m)に 200ml入れ,蒸留水80mlを加えた後オートクレー

プで滅菌し.放冷後直ちにヽビムンを移入して行った。

移入個体数は±100ml当 り25,50,100,150個 体とした。

用いたトビムンはあらかじめ′? sοιαλjで飼育し,移入時

に二酸化炭素ガス (999%)で麻酔し,計数後直ちに移人

した。なお土の指標硬度は2 mmであった。

土壌硬度の検討は塩ビ管 (厚さ3 mm,内径831o,高 さ120

皿)の底に塩ビ管メクラをつけたボットに前記の 2種類の

風乾土壌を各々入れ行った。硬度は作上の上層,中層及び

下層を想定し指標硬度 5,10,及び151111の 3段階とした。

庄密に際し硬度が土全体に均 になるよう,土を3回に分
けて入れ,ま た水分量が均―に分布するように少量の水を

加えながら行った。 トビムンの移人数は±100ml当 り150

個体とした。

P so′αλjの感染源は蚕糞を用い,その培養法及びキャ

ベツ苗への感染法は前報 3)と 同じである。すなわち三角フ

ラスコ内の風乾 した蚕糞20gに ,蒸留水30mlを加え滅菌

し放冷後,R so″∽ j菌を接種し25℃で 2週間培養 した。

この菌培養蚕糞10粒を前記ガラスポット及び塩ビ管内の土

の深さlmに埋めた。

トビムシの移人は菌培養蚕糞埋設直後に行い,25℃ に 1

週間静置しキャベツの種子を 7粒播種した。感染の調査は

播種後14日間行った。

3 試験結果及び考察

トビムシFれ υαたα2α の移人個体数とキャベツ苗立枯
表 2 F:ι sοれ,α れどαたαλαの移入個体数とキャベツ苗立枯病の軽減効果

土壌の種類

トビムシ
移入個体数
(nノ
/100m′

)

(頭)

処 理
播種数

(粒 )

発芽数

(本 )

健全数

(本 )

罹病数

(本 )

枯死数

(本 )

腐植質黒ボク■

25

50

100

150

Rs
Rs+Fh
R sIFh
Rs+Fh
Rs+Fh
無処理

7

7

7

7

7

7

25
50
65
70
70
70

0

30
40
50
55
70

25
20
25
20
15

0

0

0

0

0

0

0

淡 色 黒 ボ ク 土

25

50

100

150

Rs
Rs+Fh
Rs+Fh
Rs+Fh
Rs■ Fh
無処理

7

7

7

7

7

7

10
40
50
70
70
65

0 0

15
05
05
0

0

10
0

0

0

0

0

注  R s:Rれ ″oc`oれ

'α

 SO′ αぇjKも liN  F hi′ οιsοれ をα ん
`ご

α々αれα UcHIDA et TAMURA

調査 :播種後14日 間,数字は2回反復の平均値
土壌硬度 :指標硬度目盛 2皿

-295-



東 北 農 業 研 究 第 45号  (1992)

病の軽減効果を表 2に示した。 R so′α晟菌のみ (R s
と略)では腐植質黒ボクt及び淡色黒ボク土,と もに発芽
数が少なく,ま た健全数は皆無であった。ところがトビム

ンを移入 (Rs■ Fhと 略)すると,発芽数と健全数が
多くなった。さらに移人個体数の増加とともに発芽数と健

全数が増加し,100個 体以 卜ではどちらのiと も発芽数は 7

本であった。150個体では,健全数が腐植質黒ボク土で55
本に対し淡色黒ボク上では播種した 7本すべてと,2土壌
間に差異があった。これは淡色黒ボク土が腐植質黒ボク[
に比べ粒子が粗く,移入したトビムシの行動が容易であっ

たためと考えられるが,さ らに事例を重ねる必要があろう。

■壌硬度とFん′あたαttα移人によるキャベツ自立枯病
の軽減効果を表 3に示した。R sでは腐植質黒ボク土及
び淡色黒ボク土,と もに発芽数と健全数が少なく,と くに

硬度15硼で少なかった。ところがR s+「  hで は土の硬

さによる差異がなく3段階の硬度とも発芽数と健全数が多
かった。 トビムシ類は自ら上を堀り,移動する能力はなく,
根の腐れ跡, ミミズの生活孔など他 L壌動物が形成した孔

あるいは土の害1れ 日等を利用し土中を移動するとされてい

る。そのため今回のように人工的に liを圧密すれば,と く

に指標硬度15皿は0 45kg/醸 (絶対硬度)に相当し, トビ
ムシの行動,すなわち土に埋設された菌培養蚕糞への摂食

行動に影響を及ぼすと考えられたが,発芽数と健全数に 3

段階の上の硬さによる差異がなかった。これは土を圧密し

た後に,菌培養蚕糞埋設のためにピンセットで穴を開けたこ

と,あ るいは灌水によって水の道が形成された等によって

トビムンの行動を容易にしたとも考えられる。14日 後の指

標硬度10mmの腐植質黒ボク土では,5 cnの 深さまでトビム

ンが活発に行動していた。菌培養蚕糞埋設の深さを変える

などしてさらに検討が必要であろう。

表3 t壌の硬度と,'oι sο″:α ん″αたα″α移入によるキャベツ苗立枯病の軽減効果

上壌の種類
指標硬度
目  盛
(m)

処 理
播種数

(粒 )

発芽数

(本 )

健全数

(本 )

罹病数

(本 )

枯死数

腐植質黒ボク土

5

It s

Rs+Fh
無処理

7

7

7

40
70
65

20
60
65

20
10
0

0

0

0

Rs
Rs+「 h
無処理

7

7

7

45
70
60

20
60
60

躙

ｍ

ｏ

15

Rs
Rs+Fh
無処理

7

7

7

30
70
60

10
60
60

却

“

０

0

0

0

淡色黒ポク土

5

Rs
Rs+Fh
無処理

7

7

7

20
70
60

15
65
60

05
0

0

０

０ ５

０

Rs
Rs+Fh
無処理

7

7

7

30
65
70

05
60
65

25
05
05

0

0

0

15

Rs
Rs+Fh
無処理

7

7

7

10
60
50

05
60
50

05
0

0

0

0

0

注 R s:R力 Jzο cιοえ:α so′αぇ:KしHN  F h:Fo′ soれ ,α ん」
`α

たαπα UcHIDA et TAMURA
トビムン移入個体数 :150頭/土壌100m′
調査 :播種後14日間,数字は2● 1反復の平均値

4 ま と め

風乾し滅菌した腐植質黒ボク土及び淡色黒ボク上を詰め

た (指標硬度 2m)ポ ットに,キ ャベツ苗立枯病 (R so
ιαれ)菌とトビムン (″ んjυαたαια)を移入すると,播
種したキャベッヘの感染が抑制され発芽数と健全数が多く

なり,さ らに移入個体数の増加とともに発芽数と健全数が

増力uし ,± 100ml当 り100個体以上ではどちらの土も播種

したすべてが発芽した。

この 2種類の上を用い,3段階 (5,10,15側 )の指標
硬度で圧密し±100ml当 リトビムン150個体を移入 したと

ころ,キ ャベツ苗立枯病の抑制効果に差異は,認められな

かった。
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